
入　札　公　告 

 

  一般競争入札を行うので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条

の６の規定に基づき、公告する。 

 

令和６年１１月１８日 

下関市長　前田　晋太郎 

 

１．件名 

　　市有財産売払【下関市菊川町大字轡井字下入道 250 番 1（建物付）】（菊川総合支所

地域政策課） 

 

２．売払物件：（土地・建物） 

(1)土地と建物（消費税抜）の総額を合わせた金額を入札します。 

(2)入札価格の土地価格と建物価格の内訳は、予定価格の土地価格と建物価格の比率によ

り、市が決定します。 

(3)売却価格は、(2)で決定した土地価格と(2)で決定した建物価格に建物価格の 10％に

相当する額を加算した価格の合計とします。 

 

３．競争参加者に必要な資格 

地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者、及び暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第７７号)第２条第６号に規定する暴力団

員(法人の場合は、代表者､役員又は実質的に経営を支配する者)に該当しない者である

こと。 

 

４．入札心得書及び契約条項を示す場所及び入札場所 

（１）入札心得書及び契約条項を示す場所 

 
物件
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区

分
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地 積 

又は 
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都市計画上
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１

土

地

菊川町大字轡

井字下入道25

0番1

宅地 1,281.85

特定用途制

限地域 

（田園住宅

地区）

300,000 

内訳 
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建物   30,000

 

建

物

菊川町大字轡

井字下入道

250 番地 1 
（家屋番号 

：250 番 1）

事務所（木造かわらぶき

平家建）
157.41

 
便所（木造かわらぶき平

家建）
9.29

 
物置（木造セメントかわ

らぶき平家建）
19.83



    下関市南部町１番１号  下関市役所本庁舎東棟４階　資産経営課 

  （２）入札場所 

        下関市南部町１番１号　下関市役所本庁舎西棟５階　大会議室 

 

５．入札及び開札の日時 

  （１）入札  令和６年１２月１９日(木) 午前１０時から（受付:午前９時から） 

　　　　　　　※郵便による入札は不可 

（２）開札　入札締切後直ちに開札 

 

６．入札の無効 

（１）入札に参加する資格のない者がした入札及び入札に関する条件に違反した入札

は無効とする。 

（２）次に掲げるもののいずれかに該当する入札は無効とする。 

　ア　入札に参加する者に必要な資格のない者のした入札 

イ　委任状を提出しない代理人のした入札 

ウ　記名押印のない入札又は誤字、脱字等があることにより意思表示が不明瞭で

ある入札 

エ　入札事項を表示せず、又は一定の金額をもって価格を表示しない入札 

オ　単価を記入した入札（総額を併記した入札を含む） 

カ　同一人が同一物件に対して２通以上した入札 

キ　他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札 

ク　入札保証金が所定の額に達しない者のした入札 

ケ　入札金額が予定価格（最低入札価格）に達しない入札 

コ　入札金額を訂正した入札      

   

７．入札保証金 

各自入札金額の１００分の５（円位未満切上げ）以上に相当する金額を現金により

入札開始前に納入すること。この入札保証金を還付する場合には利息を付さない。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

８．契約不履行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    落札者が落札決定の日から５日（土日祝日を除く）以内に契約を締結しない場合に

は、第７項の入札保証金は市に帰属する。 

 

９．契約書作成の要否及び代金支払方法 

契約書の作成を要し、代金は契約締結と同時又は契約締結後２０日以内に支払うこ

ととする。なお、売買契約締結の日から起算して２０日目が、土・日曜日及び祝日等、

金融機関の休業日となる場合には、直前の金融機関の営業日を納付期限とする。 

 

１０．現地説明の日時及び場所 

  （１）日時    令和６年１２月１０日（火）　午後２時から 

  （２）場所    物件の所在地 

 

 



１１．その他 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第７７号)第２

条第２号に規定する暴力団の事務所の用に供してはならない。 

（２）市有財産売買契約締結の日から５年間、本物件を風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項に定める風俗

営業、同条第５項に定める性風俗関連特殊営業その他これらに類する業の用に供

してはならない。 

（３）上記（１）及び（２）に違反した場合は、市の定める金額を違約金として市に

支払わなければならない。 

（４）入札書等の契約に関する書類の作成に当たっては、記載した文字等を容易に消

去することのできる筆記用具（消せるボールペン等）を使用しないこと。 

 

以 上 公 告 す る 。


